
ボク(一楽 真

師）は20年前に

平野恵子さんの

本を読みました

が、感動しまし

たね。このかた

は41歳で全身に癌が転移しま

して、41歳で３人の子どもを

置いて亡くなっていかれまし

た。闘病１年余り。その時に

子ども達に何とか自分の出会っ

た世界をノートに書きつづら

れたのが『子ども達よ、あり

がとう』と言う本でした。元々

ノートには「百点満点の子ど

も達へ」と言う題が付いてい

ました。まあ、自分から見る

と子ども達にはどうしても駄

目な子とか劣った子とか言う

点数をつけていたけれども、

実は一人ひとりが百点満点の

いのちを生きていた。それを

知らされたので、

あなた方に是非と

も出会ってほしい

ということを伝え

るのです。いよい

よ亡くなっていく

ということを予感しながら、

お母さんは平野恵子と言うい

のちを終えていきますと言う

のです。この体を脱ぎ捨てて、

いろいろなことにガンジガラ

メになって、癌を抱えている

とか、そんな身体から自由に

なります。いのちを終わって

行くと。でも平野恵子と言う

いのちは終わって行くけれど

も、お母さんはナムアミダブ

ツになりますと書いてありま

す。だからナムアミダブツを

称える時にあなたの側にいつ

でもいるよと。南無阿弥陀仏

と言う世界にあなた方も出会っ

てほしいと。平野恵子と言う

この宿業の身体、癌を抱えた41

年のいのちは終わって行くけ

れども南無阿弥陀仏は何処に

でもある。それにあなた方も

出会ってほしいと書かれてい

ます。お母さん

は南無阿弥陀仏

のいのちになり

ますというのが、

安田理深先生の

言われた「南無

阿弥陀仏の歴史に

自分も参加する」ということ

なのです。だから不死と言っ

ても霊魂が残るのじゃあない

のです。そんな怪しい話では

なくて、南無阿弥陀仏がずっ

と続いていくという意味で、

親鸞聖人は「長生不死」とおっ

しゃるのです。本願文に戻れ

ば、眷属長寿ということです

が、これは少しばかりいのち

が永らえるという話ではない

のです。南無阿弥陀仏の歴史

がずうっと続いていくという

ことなのですね。(後略）

（一楽 真「大無量寿経講話」

2012年奈良・専念寺定例講座

から引用）
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南無阿弥陀仏の歴史に参加する

一楽 真先生

安田理深先生

仏法未熟
１月に娘の一周忌を終えて、

嫁の股関節手術後の看取りに付

き合っている。術後、右足の麻

痺と痛みで、歩行も家中で杖が

いるので、長時間家を空けるの

が怖いので聞法会には残念なが

ら出られていない。

少しづつ、悶々としている時に、

左の一楽真先生の法座記録をブ

ログで見つけて読ませていただ

いた。先生のお話の中に紹介さ

れた平野恵子さんの紹介を読ん

で、つくづくと自分は聞法が足

らないなあと痛感した。

娘の死への過程に立ち会いな

がら、ひたすら寄り添い、時に

は聖人のお話を伝えたりしなが

ら、本当の南無阿弥陀仏の相続

が出来ていなかったなあと痛感

した。

仏法の教えに学びながら、仏

弟子としての心構えが出来てい

なかった。逆に、娘の死を通し

て、南無阿弥陀仏を教えていた

だいた気がする。聞法第一。少

しづつ、回復していく嫁を見な

がら、こんなことを考えた。

「ボーっと生きてんじゃあねえ」

と、チコちゃんに叱られるなあ。

合掌。(本）

２組聞法会開始
いよいよ、聞法会が始まりま

す。どうぞ、お越しください。

日時 ５月13日(月）午後２時

会場 紹隆寺(天王寺区堀越町）

内容 お勤め、法話

講題「共に学ぶ『正信偈』」

講師 新田 修巳先生

(平野区 正業寺）

参加費 ５００円

2019年各年会費受け付けてます



あゆみの会例会＆第2組門徒
会員研修大会合同研修会報告

2019年３月29日(金）午後1

時30分から阿倍野区の法山寺

(藤原憲住職）をお借りして、

第2組門徒会員研修大会＆あゆ

みの会第1回例会が開催され、

門徒会員、推進員、住職と坊

守さん22名と海老海恵幸組長

(了安寺）と松本隆信副組長

(西教寺）が参加された。

吉田雄彦副会長(法山寺)の

進行で、真宗

宗歌で開会。

挨拶を中嶋ひ

ろみ門徒会長

(光照寺）から

いただいた。引き続き「『恩』

について」と言うテーマで廣

瀬俊先生(第17組法顴寺）から

御法話をいただいた。

先生は、私たちが日ごろの勤

行(おつとめ）後で拝読する蓮

如上人の「御文」(聖人一流）

の中で上記の言葉を引かれた

り、また『恩』と漢訳された

バーリー語の元々の意味は

「なされたことを知る」とい

うことで、我が身にいただい

たことを心に思うことである

と。また、司馬遼太郎氏が、

「人」と言う字に感動された

というお話等いろいろ話され

た。質疑応答の後、浪花博会

長(法山寺）が挨拶を述べ、

「恩徳讃」を唱和し、3時半ご

ろ閉会した。

(レポート：佛足寺 細川克彦）

如是我聞
廣瀬先生の法話を聞いて

法山寺 浪花 博
先生は先ずはじめに、最近

失われていく言葉に『恩』と

言うのがあります。その原因

に、戦時中の押し付けに対す

る反動であったり、戦後の教

育で、親や教師の尊厳が失わ

れてきて、卒業式で「仰げば

尊しわが師の恩・・」が歌わ

れず、親や子どもが先生を呼

び捨てにする時代になったと

言われています。

しかし、釈尊が説かれた多く

の経典には『恩』と言う言葉

が多くみられます。善導大師

の「法事讃」に「『四恩』一

父母の恩、二、衆生の恩、三

国王の恩、四、三宝の恩」

親鸞聖人は「知恩報徳の益」

蓮如上人は「御文」の(聖人一

流）で、上記の言葉を述べら

れています。

私たちは『恩』をどのように

解釈したら良いのでしょうか。

『恩』とは、バーリー語で(カ

タンニュ)と言い、直訳では

「なされたことを知る」で、

今までになされたことを心に

思うことです。聖人は 『恩』

を「恵み」と表現

され、沢山の恵み

によってと。解釈

されています。

『恩』の「因」は

「働き」であり、『恩』の

「心」は、ありがとうと言う

感謝の心です。蓮如上人の言

葉を借りれば、「あなたがど

んな人に遇っても、どんな人

生を送っても、ありがとうと

言える人間に成ってください

と願われているのです。最後

に「『恩』は自分に見えない

ものを見せてくれる大切なも

の」と言う言葉で締めくくら

れました。

私は「『恩』は自分のモノサ

シでしか物を見ない者には見

えないが、如来の本願を信じ

念仏をもうす身にさせていた

だいたことを喜べば、真実の

歩みが出来る大切なもの」と、

日頃の聞法会の生活から気付

(今回も、細川氏、浪花氏のご

協力で、編集発行が出来、皆

様にお届けすることが出来ま

した。ここに、感謝申し上げ

ます。合掌。(本））
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称名念仏は、如来わが往生を定めたまいし、
御恩報尽の念仏とこころうべきなり蓮如聖人

教区同朋大会に
「あなたの居場所は」

５月11日(土）午前10時

難波別院本堂●参加費1000円

６/26(水）
野外例会決まる
重要伝統的建造物群保存

地区の今井町と、大和大谷
別院を。(別途、ご案内）


